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摘要
本論文では，ドイツのベルリン市ギムナジウム第 9・10 学年向けに作成された地理教科書を
対象として，環境に関わる概念およびその学習構造を，学習課題を軸として分析した。その
結果，環境に関わる概念として地球システム，持続可能性トライアングル，マルチパースペ
クティブの概念が重視されていた。また，これらの概念を学習課題を通じて操作することが
求められていた。さらに，学習課題は，各種の地理的要素（Geofaktor）を接続し展開すると
いう役割を果たしていた。
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１　はじめに
地理学で扱う地表面の諸現象は，人文的・自然的諸要素が複合されたものである（高橋 1988）。
しかし地理学の扱う内容は学校教育の現状においては，人文地理学と地誌学の分野が社会科に，自
然地理学の分野が理科にそれぞれ分けられてしまい，地表面の諸現象について複合的に扱うことが
困難である（斉藤 2003，4）。一方で，環境意識の高まりとともに複雑な事象を扱う環境学習が地
理学習にも求められており（横山 1995 など），こうした環境学習という観点から環境先進国ドイツ
の地理教育に関する研究がなされてきた。
ドイツ地理教育における環境学習の研究として，教科書分析による研究成果の蓄積がある。横山
（1995）は，「景観」が学習内容として扱われていることを紹介するとともに，景観生態学の考え方
が導入されていることを明らかにしている。香川（2009a，2009b）は，ニーダーザクセン州ギム
ナジウム第 9･10 学年の教科書分析から，学習内容の高度さや教科書編集の特色を指摘するととも
に，貧困問題の学習単元の分析において「環境の科学としての地理」の学習を見いだしている。伊
藤（2006）はノルトライン・ヴェストファーレン州のカリキュラムおよび教科書を分析し，環境問
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題の学習が社会空間としての認識および社会集団の秩序形成に寄与する点を指摘している。これら
の先行研究では，環境学習によって環境問題の解決や形成へと向うことが目的とされていることが
明らかにされたが，それは先行する水岡（1981）が Schrettenbrunner を引用しつつ言及した，「教
科書は，生徒が一つの問題解決への色々な方法について討議し，意思決定に到達するよう組織され
ねばならにこと，そして最終結果ではなく生徒が容易に操作可能な行動を身につけるプロセスを示
さなければならない」（同 p. 185）という指摘と符合する。筆者は，こうした先行研究が明らかに
してきた問題解決や形成というものが，現代ドイツ地理教育においてどのような地理的な内容や方
法によって育成されているかという点に着目して稿を進めたい。そこでまず着目すべきは，ドイツ
地理学会が公刊した地理科スタンダード（DGfG 2006）である。現代ドイツ地理教育に大きな影響
を与えている DGfG（2006）は，地理科の教育において「人間と環境の関係性を学習する」ことを
中核に位置づけている（DGfG2006）。そこで本稿では，DGfG （2006）が重要と位置付ける「人間
と環境の関係性（以下，「環境領域」とする 1）」を分析視点として，教科書の記述分析を行い，環
境領域に関する概念や学習構造を明らかにする。
２　ドイツの地理教育界における教科書に関する研究および言説
教科書記述の分析に際して，まずはドイツにおける教科書研究の動向を概観する。
ドイツ地理教育研究における教科書に関する研究として Schmithüsen （2002）のキール大会前後
の教科書比較がまず挙げられる。Schmitühsen （2002）は，キール大会を通じて変化した地理教育
の在り方を，教科書分析を通じて「地誌学習」から「系統学習へ」，そして「地誌と系統学習と」
両方の掲載へと至った歴史的変遷を明らかにした。しかしながら，この研究は教科書研究というよ
り地理教育史研究として分類される性質のものであり，Schmithüsen 自身も「歴史的省察の対象と
しての教科書」という表現を用いている（p. 306）。その他，Boehn （2011）は，28 の教科書の分析
から，持続可能性と環境教育はほとんど同義で扱われていることを指摘している。
上述のような研究志向の教科書研究に対して，教育実践に直接結びつくような，例えば，教科書
の学習効率や内容記述の適性度といった地理教育実践に直接関わる研究については，未だ少ないと
いう見方が示されている（Flath 2011）。Flath （2011）は，Thöneböhn （1990）に代表されるような
90 年代の研究成果から進展がないことを挙げ，その理由について，教科書会社に教科書の作成を
まかせっきりにしてきたドイツ地理教育界に問題があるとしている。また，教科書作成は学術的な
仕事として見なされなかったために研究者にはそのための経験が不足している状況と，地理教科書
を対象とした研究自体も少ないために教科書研究の理論や研究も不足している事態を問題視してい
る。結果的に，2000 年代には研究成果が現れず，その後も教科書研究に目立った進展は見られな
かったとして嘆いている（Flath 2011）。
他に，大学向けテキストを見ると「教科書」については以下の記述があるが，ここでは単に紹介
するに留めておく。
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・教科書の単元内の構造については①導入ページ，②作業見開きページ，③まとめページの 3 要
素から成っている（Brucker 1983）。
・見開き原則（Aufschlagprinzip）という特徴も挙げられている（Hamann 2013）。
・見開き構造（Doppelseitenstruktur）は，およそ 1 テーマ，授業時間 1 時間分として構想され
ている（Geiger 2009）。
・教科書は，「教科の鏡像（Spiegelbild des Faches）」（Flath 2011）。
・「教科書が授業の準備や復習に使われるのは，教科書が登場して以降 100 年間変わっていない」
（Flath 2011）。
・4/5 の教員は教科書を授業に用いる（Thöneböhn 1990）
・教科書の機能としては，構造化機能，代理機能，統制機能，教育削減機能，動機付け機能，課
題練習・確認機能，方法習得機能，革新機能，メディアとの連携機能がある（Brucker 1983）。
近年の教科書に関する動向について，Flath（2011）は 3 つの特徴を挙げている。以下，Flath
（2011）に従って紹介していくと，まずは「コンピテンシー志向」である。各州のカリキュラム全
体および各単元において，「生徒は……ができる」というアウトプット志向の記述によって，到達
されるべきコンピテンシーが一般化されて設定されている。これは教育の質保証の観点から教育内
容の透明性が確保されるための方策であるが，各州が公刊するカリキュラムにおいてはこうしたコ
ンピテンシーの一般化された枠組みしか示されず，具体的な内容や地域事例の選択，見方やスキル
の導入については教科書作成者側に解釈の余地が残されている。そのため教科書は，それらの考え
られうる適切な選択・配置を通じて，コンピテンシー志向の新たな授業／学習を具体化するという
役目を担っており，事実，教科書執筆者は新しい教科書においてコンピテンシー志向の学習を位置
づけた。こうした流れによって，Flath（2011）は教科書に動機づけの機能が強まったことや，学
習形態・プロセスへの影響が強まったことを指摘している。
2 つめの特徴は，コンピテンシーを獲得するための「新たな学習課題（neue Lernaufgaben）」で
あり，PISA ショック以降，教科書に掲載される課題がこれまでのインプット志向からアウトプッ
ト志向へと変化した。また，3 つ目の特徴は「メディア」であり，指導書・教科書付属の CD やオ
ンラインサイトといった教科書外における情報が充実している。
上に掲げられた 2 つ目の特徴である「新たな学習課題」とは，生徒が獲得するコンピテンシーが
多面的である以上，その獲得のためには，単に知識を問うだけではない多面的で広範な学習課題の
必要性が訴えられたことを背景として創出された現実志向，アウトプット志向の課題であり，こう
した学習課題の研究開発は教育スタンダード導入以降の教科書研究の重要な動向のひとつとなって
いる（吉田 2012）。また，地理教育においても DGfG（2007）のスタンダード第三版から課題事例
が掲載されており，教科書における課題の在り方について示唆している。ただし，学習課題が依拠
すべきコンピテンシーモデル自体が未だ研究開発段階にある（Hemmer2012）ため，地理教育の望
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ましい学習課題の在り方に関しては今後のコンピテンシーモデルの研究成果が待たれる。
本稿では Flath（2011）が挙げた教科書の現代的特徴のうち，「学習課題」に着目して分析を進め
る。上述の通り，コンピテンシーモデル開発段階にある地理教育では，コンピテンシーと学習課題
との関係性については未だ検討できる段階にない（Hemmer 2012）ものの，学習課題という教科
書を巡る新たな動向は注目すべき変化である（Flath 2011）。近年のドイツ地理教科書における学習
課題の数は，以前の 2 ～ 3 問／ 1 単元から 4 ～ 5 問／ 1 単元と増加傾向にあることは手に取ればす
ぐに感じられる変化である。こうした量的な変化に加えて，アウトプット志向や，構成主義的な観
点に基づいた生徒の自律的な学習が意図された教科書構成（Hamann 2013）といった質的な変化も
ある。よって，「学習課題」に着目した教科書分析は，ドイツの地理教育の変化しつつある現状に
迫るという意義があるといえよう。
３　ベルリン市の地理教科書における環境領域の記述
州が独自の教育権を有しているドイツでは，カリキュラムが州毎に異なっていることに加えて，
教科書についても多様性が存在している（Geiger 2009）。教科書検定制度については，検定を実施
している州もあるが，本稿で研究対象としている首都ベルリン市は 2004 年以降，教科書検定制度
を廃止している 2。ただし，後述する教科書の単元構成を見てもわかるように，検定制度がない場
合でも，実際の教科書はカリキュラムに基づいた構成となっている。
本稿において分析対象とする教科書は，ベルリン市カリキュラム（Berlin 2006）に準じたギムナ
ジウム用地理教科書“Diercke Geografie”（Westermann 社 2013 年版）の 9/10 学年用を用いた 3。
9/10 学年用を用いた理由としては，7 － 10 年段階用地理科カリキュラム（Berlin 2006）を通読し
た結果，①地理が必修となっている中等教育段階 I のうち，最終段階（第 9・10 学年次）4 において
獲得されるコンピテンシーに最も複雑なコンピテンシーが配置されていたこと，②地理の環境領域
に関する内容・方法の学習は，自然地理と人文地理の統合という観点に立つと，両者の学習後，つ
まり上級学年段階において扱われるのが妥当であること，③地理の環境領域に関する学習は，内容
的にも複雑で高度であること（香川 2009a, 2009b）から，中等教育段階の最終学年段階を対象とし
て検証した 5。
3.1　カリキュラムの分析
ベルリン市の地理科カリキュラム第 7 ～ 10 学年用（Berlin 2006）では，地理科の教育目標とし
て生徒の「空間に即した行動コンピテンシー（raumbezogener Handlungskompetenzen）6 の育成」
が掲げられている。カリキュラム（Berlin 2006）によると，学問としての地理学の独自性とは，「自
然科学科目と社会科学科目の知識に基づき，またそれを現実の空間において描写する統合的研究ア
プローチ」にあると指摘した上で，地理学が，「そうした自然科学と社会科学の知識を総合し，人
間と環境の複雑な作用構造を認識し創造できるようにすること」をその命題としているのであるか
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ら，地理学を親学問とする地理科の授業においても「自然科学的・社会科学的なアプローチ，内容
および方法を相互に結びつける」ことが想定されている（p. 9）。そうした地理科の授業によって生
徒は，「自然空間・経済空間・社会空間の基本構成要素と学び，またその相互作用と複雑性を把握」
し，またフィールドワークなどを通じて実践力を養い，さらには持続可能性の観点などを身に付け
ることを通じて上記の「空間に即した行動コンピテンシー」が育成されていくとしている。尚，こ
の「空間に即した行動コンピテンシー」が何を意味するのかについてはカリキュラムに記載がない
が，そのコンピテンシーを指させるコンピテンシー領域については，空間オリエンテーション，空
間評価，空間分析，空間理解の 4 つの領域が設定され，記述がなされている。この 4 つの領域の資
質育成を通じて，「空間に即した行動コンピテンシー」を育成させるという立体的な構造が考えら
れている（p. 11）。
それでは次に，カリキュラムの全体構成を見てみる。ベルリン市第 9・10 学年の地理科カリキュ
ラムは，「南北アメリカ」，「熱帯・サバナ地域の生活」「地球の将来シナリオと持続可能性への道」，
「ヨーロッパにおけるドイツ」といった 4 つの大単元から構成されている（表 1）。
大単元「南北アメリカ」は「対照的な大陸」という副題が付けられており，「自然空間の多様性」，
「アメリカ合衆国の経済格差の比較」，「アメリカの経済力」，「自動車産業のグローバリゼーション」
という単元テーマが設定されており，加えて，「都市の生活空間」が必修単元として位置づけられ
ている。
大単元「熱帯・サバナ地域の生活」は「亜熱帯の暮らし」という副題が付けられ，「自然空間に
対する気候の影響」，「熱帯雨林」，「エコシステム」，「利用」，「サバナ」，「農業利用の基礎」という
単元が設定されるとともに，必修単元である「空間の耐久性」がここに加わる。
大単元「地球の将来シナリオと持続可能性への道」は生徒の自律的な学習が要求されている単元
であり，生徒は「気候変動と人為的影響」，「資源の枯渇」，「自然保全」のうちから一つを選び情報
収集やヒアリング，討論や発表など様々な学習形態を通じて学習活動を行うこととされている。こ
こでの必修単元は「持続可能性」である。
大単元「ヨーロッパにおけるドイツ」では，「ベルリン／ブランデンブルクの経済空間の発展」，
「ヨーロッパの経済空間の比較」，「EU の目標とチャンス」という単元が設定され，「不均衡」とい
う単元が必修単元として位置づけられている。
続いて，各大単元におけるコンピテンシーの獲得目標について見る。カリキュラムにおいてコン
ピテンシーは，「生徒は……をする」という記述形式で目標が定められている（表 1）。
カリキュラムに記載されたギムナジウムのコンピテンシー獲得目標を環境領域に着目して分析す
ると，「ヨーロッパにおけるドイツ」の単元において，「ベルリン／ブランデンブルクの自然空間・
居住空間・交通空間を記述し，それを複雑なスケッチにおいて表現する」というコンピテンシー目
標が設定されているが，ここに自然空間（自然）と居住空間・交通空間（人文）との関係性という
環境領域に関わるコンピテンシー獲得の要素が認められる。よってこの単元における環境領域の記
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表 1　ベルリン・ギムナジウム第 9・10 学年の大単元とコンピテンシー（Berlin 2006 より作成）
大単元 1．アメリカ　
地勢図の基礎の上にアメリカの地形を記述し，地図スケッチを描き，ユーラシア大陸と比較する
地形が気候と植生の地理的要素に与える影響を説明し，異常気象との関係性を考える
いくつかの州を取り上げその空間ポテンシャルを比較し（土壌，地下資源，エネルギー），また立地条件を
評価する
適切なデータ（流通，取引量，一人当たり所得）に基づいてアメリカの経済力（大陸レベルおよびグロー
バル）を明らかにし，環境や資源消費といったエコロジーの側面を問題として扱う
北アメリカの都市とラテンアメリカの都市について内部構造と課題を調べて適切な表現方法によって明ら
かにし，選択した課題の解決方法について記す
大単元 2．熱帯・サバナ地域の生活
熱帯雨林とサバナの分布と拡大を特定し，気候，種の多様性，被抑圧者などといった観点からその意義を
述べる
貿易風を事例として，基礎的な気候成分（気温，湿度，雲や雨，大気圧や風）の関係性について説明し，
スケッチを描く
熱帯空間における気候，植生，土壌といった地理的要素の基本的な関係性について述べ，農林業や観光と
いった利用の可能性を導き出すとともにその問題について扱う
自然保護に関する意見の衝突を整理し，事例を用いてその結果を記述し，多様な観点から解決方法につい
て討論する
大単元 3．グローバルな将来シナリオと，ローカル・グローバルな次元での持続可能性への道
自分の作業プランおよびタイムスケジュールを作成する
自らテーマに関する情報をさまざまな情報源（文献，インターネット，新聞）から獲得し，目的に沿って
仕分けし，情報処理する
情報や処理した情報をまとめ，地図・スケッチ・ダイアグラム・スキーム・表・客観的な文章・摘要など
に表現する
作業した結果をテーマに沿って客観的にプレゼンテーション（ポスター，展示，ポートフォリオ，PC を使っ
た発表）し，プロセスに従って省察する
持続可能性を考慮しながら，テーマに関する行動方法をローカル，リージョナル，グローバルなスケール
で考え，多面的な観点から評価する
大単元 4．ヨーロッパにおけるドイツ
ベルリン／ブランデンブルクの自然空間・居住空間・交通空間を記述し，複雑なスケッチにおいて表現する
ベルリン／ブランデンブルクの経済空間の発展と変化を主題図と統計データを基に説明し，事例によって
それを確かめ，持続可能性を考慮しながら発展の方向性を示す
ベルリン／ブランデンブルク地域をドイツ国内の他の人口稠密地帯（ライン／マイン，ハレ／ライプツィ
ヒなど）と比較する
ベルリン／ブランデンブルク地域の空間的・社会的不均衡（経済力，生活水準）を主題図をもとに調べ，
自ら証明する
EU 域内の空間的・社会的不均衡（経済力，生活水準）を調べ，適した事例を用いて確認し，比較する
EU 内の生活水準の平等化に関する方法と対策を説明し，多面的に省察する
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述を分析し，教科書における環境領域に関する学習構造の展開事例を整理する。また，具体的に環
境領域と関わる教科書記述については，教科書全体を通読する中で関係する箇所を抽出し，環境領
域に関する学習構造を構成する内容事例から核となる概念を整理する。いずれも前章で確認した通
り，「学習課題」に着目して分析を進める。
3.2　環境領域の学習展開　―大単元「ヨーロッパにおけるドイツ」の事例
大単元「ヨーロッパにおけるドイツ」は，ベルリンの「自然」，「交通」，「居住」，「都市の発展」，
「経済発展」，「ドイツの空間編成」といった各項目を通じてベルリンについて学んだ後，「ルール地
域」，「ライン・マインツ地域」，「ハレ・ライプツィヒ地域」といったドイツ国内の特定地域につい
ての学習，そして「EU 市場」，「EU 経済」，「国境なき協働」，「EU 政策」というヨーロッパに関す
る学習へと至る展開になっている。
最初のテーマ「自然」における第 1 単元「ベルリン／ブランデンブルクの自然空間の形成　―氷
河地形」（p. 132-133）では，氷期に拡大したスカンジナビア氷床がベルリンの地形を形成している
様子を学ぶ。ここでの学習課題は，「① a）　氷河によって形成される氷河地形群に含まれる個々の
地形の形成について記述しなさい」に見られるように，氷河地形の形成プロセスや氷河地形分類に
ついての学習が行われる。
続く第 2 単元「ベルリン／ブランデンブルクの自然空間」（p. 134–135）では，氷河地形の地形形
成プロセスを受けたブランデンブルクの自然空間において，ベルリンは最終氷期以後に形成された
原流谷（ウアシュトロームタール）の谷底部に位置しているために氷河地形としては形成時期が新
しく，また，砂や泥の堆積物が整然と秩序を持って分布していないため，場所によっては地下水位
が高くなっていることを学ぶ。こうした高い地下水位は，地下鉄工事の際に大きな障壁となること
を受け，学習課題では「④ a） ベルリンの工事においてどのような問題が発生するか説明しなさい」
といった地下水と工事の関係性を問う学習課題や，さらに，「④ b） どのように地下鉄工事を実現
させられるか記述しなさい」といった地下水の問題についての解決策を考える学習課題が設定され
ている。資料「地下鉄 55 の段階的工事」（p. 135）によると，まず小さなパイプを通し，そのパイ
プを冷却することによって周囲の地下水を含む層を凍結させることによって，地下水の影響から受
けること無く工事が進められる，と記述されている。
第 3 単元「ベルリン／ブランデンブルクの水文ネットワーク」（p. 136–137）では，氷河地形によっ
て特徴づけられた数珠つなぎの湖沼の様子を地図帳で確認するとともに，河川交通が発達している
ことについて学習する。ここではとりわけ，「②氷期の大陸氷床の地形形成と融解水が今日の水文
ネットワークといかに関連しているか説明しなさい」という学習課題に見られるように，氷期の氷
河の影響と今日の水文環境の関係性の理解が問われている。
第 4 単元「交通空間ベルリン」（p. 138–139）では，ベルリンは北東ドイツにおける交通の要衝で
あることが学ばれる。学習課題に見られるように，「① a）ベルリンのスケッチにおいて重要な遠
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距離交通の主要道路や鉄道網を記入しなさい」，「b）そこに，重要な船舶交通ルートを書き入れな
さい」として河川交通に着目させることを通じて，地形・河川と交通への結びつきを学ぶ学習が展
開されている。
以上のように，大単元「ヨーロッパにおけるドイツ」では，ベルリン／ブランデンブルクを事例
地域として「地形」，「河川」，「交通」，「居住」，「経済」に関する学習が設定されていたが，学習課
題からは，地形から河川，河川から交通といった地理的要素（Geofaktor）を繋げる学習の展開過
程が読み取られた。これはカリキュラムにおける，「ベルリン／ブランデンブルクの自然空間・居
住空間・交通空間を記述し，それを複雑なスケッチにおいて表現する」（Berlin 2006）が教科書に
おいて具現化されたものとみられる。このような環境領域に関わる学習構造の展開を通じて，生徒
は地域の自然と人間活動の関係性について各地理的要素のプロセスを含めて学習し，この関係性に
関する見方を身につけるといえる。
3.3　環境領域を支える概念
ここでは地理教科書を通読し，環境領域を学習するにあたって鍵となっている概念について，「地
球システム（System Erde）」，「持続可能性トライアングル（Das Nachhaltigkeitsdreieck）」，「マル
チパースペクティブ（Sichtweisen）」が認められたため，ここではこれらの概念について取り上
げる。
ⅰ．地球システム（System Erde）
大単元「アメリカ」内の単元「景観を特徴づける地理的要素（Geofaktor）」（p. 22–23）では，カ
ナダを事例として気候，凍土（土壌），針葉樹林（植生）といった地理的要素が総合的に作用し，
景観を形成していることを学ぶ。さらに，こうした地理的要素と，人間によって引き起こされる人
為プロセスが相互に作用し，フィードバックを受けている様子を「地球システム（System Erde）」
として表現することについても説明がなされている。地球システムという見方の利点については，
「ある地域を分析するにあたり，その地域に特徴的な地理的要素を記述しそれと関連する要素を調
べることで，その地域の自然地理的要素のうち人間にとって有効に利用できるものを導き出せると
ともに，人間活動の自然への結び付けも可能である」という概念的な説明が教科書に記載されて
いる。
こうした「地球システム」という見方を応用する学習が，カナダを事例として展開される。学
習課題を見てみると，「① a）自然空間に対して影響を与える要素を挙げなさい」，「b）地理圏
（Geosphäre）に対して影響を与える内的営力，外的営力，人為的プロセスの事例を挙げなさい」
として自然空間に対する作用・影響関係や，より全体的な地理圏における作用・影響関係に着目
した学習課題が指示されている。こうした作用・影響関係については，「地球システム」に関する
「情報ボックス」を参照するよう指示されている。その情報ボックスの内容を以下に訳出すると，
「地理圏（Geosphäre）とは，地球上を充填する様々な圏の総体である。地表面と関わりがあるの
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は大気圏，水文圏，岩石圏，土壌圏および生物圏（Biosphäre）であるが，これらの圏は物質やエ
ネルギーの交換を通じて繋がっており，相互に作用し影響を与え合っている。またこの相互作用プ
ロセスによって，地表面には様々な特徴や現象が形成されることとなる。私たちが見ている景観
（Landschaft）とは，長い時間をかけて続く様々な要素の発展が示す現在の（一時的な）様相である。
景観は，規則的あるいは偶然によって起こされる内的営力，外的営力および人為的プロセスによっ
て常に変化している。」（図 1）として，地理圏および景観について，相互作用や変化という視点か
ら説明がなされており，ここに学習課題① a）の回答に該当する記述が記載されている。学習課題
① b）については，教科書記述と照らし合わせ，火山噴火や市街地化といった具体事例を挙げる。
学習課題②では，「北部針葉樹林帯における気候，植生，資源利用の作用関係について記述する」
ことが求められる。カナダに卓越する針葉樹林帯とそれにまつわる気候・植生についての記述と
（約 30 万人の雇用を生み出す）林業に従事する労働者を示す写真の判読を通じて，カナダ北部は冷
帯気候が卓越するため針葉樹林帯が広がるのに対し，海岸部分では海洋性気候の影響によって広葉
樹が広がることや，また南部では大麦，ライ麦も栽培されるということから、気候・植生・資源利
用との関係性を学ぶ。
学習課題③では，「ライ麦は 95 日間の育成期間を必要とする」ことを前提として，「a）アルバー
タ州フォルトフェアミリオン地域でライ麦が栽培できるか」を，気候ダイアグラムや地図帳の読み
取りから可能であることを回答する。また，「b）カッパーマイン付近では穀物が栽培されていな
いがその理由を答えよ」という学習課題に対して，カナダにおける永久凍土は最大地下 400 m に
及ぶことを示した断面図の読み取りから，カッパーマイン（北緯 68 度）付近では表層の季節凍土
が 70 cm ～ 120 cm であることを判読することが求められている。
以上，「地球システム」概念の学習構造について見たが，学習課題に従って学習を進めると，ま
ず地球システムについて理解するために，人間が影響を与える対象としての自然空間を理解し，そ
こからさらに全体的な地理圏の理解へと内容が展開していた。ここではまず地理圏＝地球システム
図１　地球システム（教科書 Diercke p. 22 より）
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の概念の獲得が目標とされている。こうした概念的な理解に引き続いて，実際のカナダの事例につ
いて資料を用いた応用的な学習課題が展開される。学習課題②では，自然空間および人為利用とい
う，先に学習した自然空間の構造（学習課題① a）の概念を実際にカナダで応用することが求めら
れている。学習課題③も同様に応用的である。こうした応用を通じて，本単元の最初に記載した地
球システムの「地域分析における導出と結びつけ」の効用を実感するという展開で単元は結ばれる。
ⅱ．持続可能性トライアングル（Das Nachhaltigkeitsdreieck）
大単元「熱帯・サバナ地域の暮らし」内の単元「アグロフォレストリー」（p. 86-87）では，アグ
ロフォレストリーが持つ持続可能性を考えるにあたって，「持続可能性ダイアグラム」の概念を用
いた学習が構成されている。
学習課題①では「地域住民に対する熱帯雨林の意義について述べる」という課題が設定されてい
るが，同単元内に住民が熱帯雨林について述べたテキストや資料はなく，それまでに学習した熱帯
雨林の植生，生態系システム，伐採とプランテーション農業といった既習事項を，本単元で扱う「ア
グロフォレストリーによる収入確保」と関係づけてまとめることが求められている。
学習課題②では「a）アグロフォレストリーの原理について説明」した後，「b）持続可能性トラ
イアングルを用いてアグロフォレストリーを評価しなさい」，また「c）その評価の根拠を答えな
さい」という課題が課される。持続可能性トライアングル（図 2）は，「持続可能性の評価モデル」
であり，「生態系・経済・社会」の 3 点のバランスについての概観を容易にするという利点がある
という。具体的には，各点の持続可能性の達成度合いを記しそれぞれの点を線で結ぶことによって
作られる三角形から，どの点においてバランスが崩されているのかがわかるといった具合である。
この持続可能性トライアングルを実際に用いるため，本単元ではアグロフォレストリーの生態系的
側面と，経済＝収入の側面についての資料が掲載されている。ただし，持続可能性のもうひとつの
側面である社会的側面については直接言及されておらず，学習課題①で考えた，「地域住民に対す
る熱帯雨林の意義」がこれに該当すると考えられる。
学習課題③では「アグロフォレストリーによって，養分の循環に対してどのような条件が獲得さ
れるのか，資料（「破壊された養分循環と浸食」および「アグロフォレストリー」）の比較をしなさ
図 2　持続可能性トライアングル（教科書 Diercke p. 87 より）
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い」として生態系的側面および土壌侵食の防止といったアグロフォレストリーの利点についての学
習が展開される。
学習課題④では，「プランテーション農業の持続可能性について評価しなさい」として，既習事
項であるプランテーション農業について再度取り上げ，持続可能性トライアングルの観点を用いて
評価するという学習構造となっている。アグロフォレストリーの持続可能性評価を通じて身につけ
た持続可能性評価の方法を，既習事項であるプランテーションで応用するという応用志向が認めら
れた。
本項では持続可能性トライアングルについて取り上げたが，その特徴としては以下の 3 点が挙げ
られる。①持続可能性のバランスが概観できるよう工夫がされていたこと，②学習課題の展開を通
じて 3 つの側面に迫っていったこと，③既習事項にも遡って持続可能性トライアングルを応用する
ことの 3 点が挙げられる。
ⅲ．マルチパースペクティブ（Sichtweisen）
Diercke の教科書には「判断力の形成」（p.  104）のためのページが設けられている。このページ
は大単元「グローバルな将来シナリオと持続可能への道」の単元を構成しており，生徒が自らの関
心に従ってテーマを選び，実際の作業学習を通じてスキルや方法論を身につけることが構造化され
ている。地誌的な内容をベースとした他のページとは大きく趣が異なるが，ここでも学習課題に着
目して分析する。
学習課題①では，「テーマを選択して，4 つの手順を踏んで判断を形成する」ことが課題とさ
れている。4 つの手順とは，①課題設定，②複数の視点，③精査，④判断という手順を指す。ま
た②の複数の視点とは「生態学的見方・経済的見方・政治的見方・社会的見方」の 4 つの視点
（Sichtweisen）を指す。ここではこの 4 つの見方を生徒がより具体的にイメージできるように，4
つのアクター（環境活動家・統計学者・政治家・住民）それぞれの立場に基づく見方がテキストに
記載されている。こうした複数の視点を学習する意義については，「問題に関する全てのアクター
の視点について，状況に即して判断しなければならない」，「どの視点にも長所と短所があるため，
各視点に基づいて情報を収集することが必要である」という記述が見られるのとともに，各アク
ターの様々な意見を聞いて賛成／反対を判断することが求められているのではなく，各アクターの
意見からその意見を支えている「情報を収集する」ことが求められている。
学習課題②では，自分の選択した課題に対し，各アクターの立場に立って判断を下すととともに，
その判断に「ローカル，リージョナル，グローバルといった様々な関係枠組みスケール」（p. 150）
を持ち込んで考えることが求められている。この学習課題の回答に直接資する資料は掲載されてい
ないが，スケールの変化にともなって，問題の影響範囲や社会背景が変化することを意識させる学
習課題である。
以上，マルチパースペクティブについての教科書記述について取り上げたが，環境領域の地理だ
からこそ，生態学・経済・政治・社会といった視点，換言すれば自然・政治経済・社会といった持
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続可能性ダイアグラムとも一致する多元的視点を学習の中で同時に扱うことができるといえる。ま
た，地理学習としてスケールの概念が導入されるとともに，意見を聞くことや判断することよりも，
その意見の裏側にある情報を収集することに重きが置かれていた点が特徴として挙げられる。
４　まとめと考察
本稿において，教科書分析から得られた地理の環境領域に関する学習展開および概念は以下の通
りである。
　① 環境領域の学習展開では，自然空間・居住空間・交通空間およびそれらの繋がりの学習を通
じ，地域の自然と人間活動の関係性について各地理的要素のプロセスを含めて学習し，この関
係性に関する見方を獲得する学習が構造化されていた。
　② 環境領域の概念には，「地球システム（System Erde）」，「持続可能性トライアングル（Das 
Nachhaltigkeitsdreieck）」，「マルチパースペクティブ（Sichtweisen）」があった。
加えて，ドイツの地理教育界の教科書にまつわる言説の整理から，地理教育において教科書分析
が研究蓄積として不足している現状が伺えた。また，教科書分析に際しては，最近のコンピテン
シー志向の教育動向から，学習課題に着目したが，こうした研究視点による教科書分析が有効性を
持つことを示した。先行する教科書研究における「景観論」（横山 1995）や「環境の科学としての
地理」（香川 2009）といったドイツ地理教育の特徴は，「自然科学と人文科学の統合的アプローチ」
（Berlin 2006）や「持続可能性」といった方法や概念によって引き継がれていることをカリキュラ
ム分析および教科書分析から明らかにした。
今後の課題として，「持続可能性」の評価に留まらず，その態度形成や行動までも含めた学習，
つまり ESD における教科書の役割についての研究という課題が残されている。
［注］
 1 DGfG（2006）がいう「人間と環境との関わり合い」（p. 5）は横山（1995）における「景観」，香川（2008）におけ
る「環境の科学としての地理」を含む広義の意味として捉え，これを本稿においては「環境領域」と呼ぶ。
 2 http://www.berlin.de/sen/bildung/schulorganisation/lehr_und_lernmittel/ を参照（最終閲覧：2013 年 11 月 5 日）
 3 尚，Diecke の分析において取り上げる概念や学習構造の内容的レベルの妥当性を確かめるため，同じくギムナジ
ウム第 9･10 学年用地理教科書である“TERRA Geographie”（Klett 社 2007 年版 : 以下，TERRA と表記），“Seydlitz 
Geografie”（Schroedel 社 2011 年版：以下，Seydlitz と表記）も適宜参照した。
 4 ベルリン市内のギムナジウムでは 7 年生から 10 年生までの 4 年間，毎週 1 時間程度の地理科の授業が設けられる
のが一般的である。http://www.berlin.de/sen/bildung/bildungswege/gymnasium/（最終閲覧：2013 年 11 月 5 日）
 5 先行研究の横山（1995）・香川（2008）においても本稿と同様，第 9・10 年段階の教科書が分析対象とされた。
 6 raumbezogene Haudlungskompetenz は獲得が想定されているコンピテンシーであり，その実態については地理教
育研究者の間でも意見が分かれている（ルツェルン大学の Armin Rempfer，ケルン大学の Daniela Schmeinck への
聞き取りによる）。よって，本稿では引用されることの多い Köck（2011）に基づいてその訳を「空間に即した行動
コンピテンシー」と訳出した。
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Concepts referring to environmental Geography in Westermanns 
textbook Diercke for Gymnasium 9/10, Berlin
Ryuta YAMAMOTO
Abstract: Analysis of geography textbook for Secondary School II (Gymnasium 9/10) focusing 
on learning about environmental geography shows that concepts as earth system (System Erde), 
sustainability triangle(Nachhaltigkeitsdreieck), Multiperspective (Sichtweisen) are emphasized and 
well prepared with learning tasks in textbook. Learning task (Lernaufgabe) plays a significant roll 
there as it links the leaned and leaning geofactors.
Keywords: Earth system, sustainability triangle, Multiperspective, learning task
